
宮古島市の介護保険
について

宮古島市高齢者支援課 介護予防係
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６５才人口の推移（H28年推計）
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宮古島市

1年間の介護サービス給付費（Ｈ２８年度）

５１億４千万円
ヘルパー 12億４千万円
デイサービス ８億５千万円



種類別サービス給付費



1人あたり給付月額×事業所（訪問介護）



宮古島市介護給付費の変化

平成30年度 宮古島市データーヘルス計画

宮古島市H28年人口：54,260人 65才人口13,188人



同規模市（名護市）介護給付費の変化

平成30年度 名護市データーヘルス計画

宮古島市との差、15億円！

名護市H28年人口：62,457人 65才人口12,500人



介護保険財源
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宮古島市

円 7,150円 1,570保険者中
21番目
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宮古島市の高齢化の予測（前期高齢者数、後期高齢者数の推計）

R２年～R１２年までの
とり組みが大切！！
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27,590

宮古島の介護事業がこれから目指すもの

現状：人口
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• 宮古島市の介護保険料は、全国最高水準。

19

• 高齢化は、今後一層進展する。

・今後大事な事： ➀介護予防への取り組み
➁自立支援・重度化予防
③人材育成

• 持続可能な介護保険事業への取組が求められる。







H28年度 介護度別新規認定者数
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➀一般介護予防の取り組み
H29年度より生き生き百才体操開始

１．準備体操
２．重りを使った筋力運動
３．整理体操

令和2年
１月現在

２９ヶ所



➁通所型サービスAのとり組み
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③訪問型サービスAのとり組み



④ケア会議から専門職派遣のとり組み



○多職種の意見を得ることで予後予測が可能となり
目標達成へ向けた具体策を示すことができる。

○専門職が介入することで、「本人の持てる力」を引き出し
やすくなる。また、専門職の評価が得られるので、本人の
自信に繋がり活動意欲が増したと考えられる。

○ケアマネが医療と介護の連携に力を発揮することで
利用者は目標達成へ向けて一環した支援を得られる。

ケア会議や専門職派遣を活用する事で
自立支援型サービスの提供を可能にする。



広報紙
掲載




